
市町村未来づくり交付金自己評価調書
1　事業群評価調書

成果指標 実績値

指標式等

（記載要領）
１　重点目標、事業群ごとに本様式を作成し、評価するものであること。
２　成果の概要については、できる限り客観的な数値によること。

重点目標
地方分権時代において、連携・協力して自立的な地域づくり、街づくりの推進を図るため、適正な規模と
行財政能力を持った自治体を築くとともに、自助・共助・公助の共働を大切にし、安全・安心で夢のある
まちを築くため、平成１８年３月１日発足の新町への取り組みを進めた。

事業群

事業群全体による
成果の概要

構成事業名

調査研究事業

広報広聴事業
合併推進事業

配置分合については、京都府議会の議決を経て、京都府知事による合併の決定が行われ、総務大臣に届
出、これを受けて総務大臣は平成１７年８月１２日付けの官報告示で３町の合併に係る法的手続きは終了
した。 又新町の指針となる例規統合や３町の住民に協議の状況などを広報することにより、合併に対す
る地域住民の意識の高揚と一体感の形成、促進に努めた

※本年度の成果について、客観的な数値により評価できる場合は下欄に記入すること。また、複数の指標がある場合は適宜欄を追加すること。

団体名：与謝野町


